混雑時の建築空間における出入り口での人の動線とその解消法についての研究
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①研究背景と研究目的
　我が立命館大学BKCキャンパスでは、昼食時になるとユニオン・リンク(食堂)が異常な混雑をみせている。これは、昼休みが50分しかなく次の授業に間に合うために皆必死なのである。特に雨の日などは、外で弁当を食べることもできず更なる混雑を生む。そこで、この混雑をどうにか解消する方法はないかと考えた。
　ユニオン・リンクには出入り口が2,3ヶ所ある。この点をうまく利用し、人の動線をある程度コントロールすることができればちょっとでも混雑は解消できるのではないだろうか。そこで、出入り口における人の動線のパターンを調べその解消法について考えてみる。
②研究の位置付け
　既往の研究では対人における人の行動を研究している。今回の研究では建築空間の要素、その中でも出入り口の大きさに注目し、変化させて研究する
③調査目的と調査方法
被験者は健康な大学生の男女20名以上(男女の比率は同じくらいが望ましい)。
・出入り口の大きさの違いによる人の動線を調査する。
幅800mm,1600mm,2400mm、高さ2000mmの出入り口を用意し、自由に通行してもらいその動線と通過時間を記録する。
④分析手法
　単純集計による分析を行う。
⑤仮説
　出入り口の大きさによって人の滞留の度合いに違いが見られ、より適した大きさを見分けられるのではないか。滞留を減少さすことで人の流れがよくなり混雑を解消できるだろう。
